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一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

問

県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ

き
、
若
年
層
職
員
を
主
体
と
し
て

賃
金
を
上
げ
る
目
的
は
。

答

県
人
事
委
員
会
勧
告
に
関
し

て
は
、
民
間
企
業
の
給
与
を
反
映

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
民
間

企
業
の
給
与
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
市
職
員
の

求
人
に
関
し
て
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
今
回
の
勧
告
お
よ
び

昨
今
の
求
人
状
況
も
踏
ま
え
、
若

年
層
職
員
の
給
与
改
定
を
行
う
。

行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

問

附
則
の
う
ち
、
公
設
地
方
卸

売
市
場
条
例
の
所
管
を
産
業
観
光

部
か
ら
農
林
部
へ
変
更
す
る
理
由

と
６
次
産
業
等
の
副
次
的
な
施

策
・
取
り
組
み
は
、
今
後
ど
の
部

署
が
所
管
し
て
い
く
の
か
。

答

国
お
よ
び
県
に
お
い
て
も
農

林
を
管
轄
す
る
部
署
が
市
場
を
所

管
し
て
い
る
た
め
。
６
次
産
業
に

お
い
て
は
、
そ
の
内
容
お
よ
び
、

業
種
の
主
体
に
よ
っ
て
、
所
管
す

る
担
当
部
署
が
対
応
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
時
々
で
組
織
横
断

的
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

問

受
給
者
の
窓
口
負
担
軽
減
を

目
的
と
す
る
提
案
理
由
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
内
容
は
。

答

他
市
町
村
に
所
在
が
あ
る
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
、
施
設

所
在
地
の
自
治
体
か
ら
取
得
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
所
得
課
税
証
明

書
に
つ
い
て
、
取
得
に
関
す
る
手

間
や
費
用
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
。
行
政
側
と
し
て
も

不
足
書
類
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、
事
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

問

定
年
年
齢
の
段
階
的
引
き
上

げ
に
よ
る
、
新
規
採
用
職
員
へ
の

影
響
は
。

答

し
ば
ら
く
の
間
、
２
年
に
１

度
定
年
退
職
す
る
職
員
が
い
な
い

と
い
う
状
況
は
生
じ
る
。
組
織
と

し
て
人
事
の
刷
新
を
図
っ
て
い
く

た
め
、
新
規
職
員
の
採
用
も
継
続

し
て
い
く
。

問

役
職
定
年
後
、
最
長
４
年
間

職
員
で
あ
り
つ
づ
け
る
年
代
が
あ

る
が
、
賃
金
は
60
歳
時
点
の
原
則

７
割
水
準
と
な
る
。「
原
則
」
と

あ
る
が
、
例
外
は
あ
る
の
か
。

答

市
立
病
院
等
に
勤
務
す
る
医

師
に
つ
い
て
は
、
60
歳
を
超
え
て

も
引
き
続
き
給
与
月
額
の
10
割
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

10
月
臨
時
会
が
10
月
20
日
に
開

か
れ
、
市
長
提
出
議
案
２
件
の
ほ

か
、
請
願
１
件
、
議
員
提
出
議
案

２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

●
意
見
書

議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
２
件

が
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
関
係

行
政
庁
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。
内

容
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

秩
父
地
域
の
県
立
高
校

４
校
の
存
続
を
求
め
、

皆
野
高
校
と
秩
父
高
校

の
統
合
計
画
に
反
対
し
、

撤
回
を
求
め
る
意
見
書

秩
父
地
域
の
県
立
高
校
４
校
の

存
続
を
強
く
求
め
、
皆
野
高
校
と

秩
父
高
校
の
統
合
計
画
に
断
固
反

対
す
る
。
皆
野
高
校
と
秩
父
高
校

の
統
合
計
画
は
撤
回
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

県
立
高
校
再
編
整
備
に

関
し
て
の
意
見
書

今
後
、
埼
玉
県
及
び
埼
玉
県
教

育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
県
立
高

校
の
再
編
整
備
構
想
を
立
案
す
る

際
、
関
係
自
治
体
と
協
議
の
場
を

設
け
熟
議
し
た
う
え
で
構
想
を
提

案
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

12月定例会（11月22日から12月19日まで開催）では、市長提出議案17件のほか、請願1件を審議しました。
質疑・討論の主な内容は下記のとおりです。

12月定例会の議案質疑等の内容

10
月
臨
時
会

10月臨時会で審議した議案の結果 会派ごとの賛否
市
民
６
人

ま
ほ
５
人

新
政
２
人

公
明
２
人

無会派

議案の件名 議決結果 出
浦
金
崎
黒
澤

専
決

処
分 一般会計補正予算（第4回） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正

予
算 一般会計補正予算（第5回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願 「秩父地域の県立高校４校の存続を求め、皆野高校と秩父高校の統合計画に反対し、撤回を求める意見書」提出に関する請願 採択 5/6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

秩父地域の県立高校４校の存続を求め、皆野高校と秩父高校の統合計画に反対し、撤回を求める意見書 原案可決 5/6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

県立高校再編整備に関しての意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　×：反対　○ /○：賛成人数 /会派人数市民：市民クラブ　　まほ：まほろば　　新政：新政ちちぶ　　公明：公明党
無会派：会派に属さない議員
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問

現
行
、
定
年
退
職
後
の
再
任

用
職
員
は
、
部
署
替
え
が
一
般
的

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
役

職
定
年
後
も
同
一
部
署
配
置
と
い

う
事
も
あ
る
の
か
。

答

可
能
な
限
り
他
の
部
署
へ
配

置
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例

問

今
後
想
定
さ
れ
る
任
期
付
職

員
の
採
用
の
具
体
例
は
。

答

全
国
植
樹
祭
と
い
う
期
間
限

定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
た
め
、

そ
れ
に
対
応
し
た
職
員
が
必
要
と

考
え
る
。

討  

論
賛

成

本
条
例
は
、
地
方
公
共
団
体
の

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

複
雑
、
高
度
化
す
る
行
政
課
題
や

緊
急
の
課
題
な
ど
に
速
や
か
に
対

応
し
た
い
、
と
し
て
提
案
さ
れ
て

お
り
、
市
に
期
待
さ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
専
門
性
と

高
い
質
を
持
っ
て
対
応
す
る
た
め

に
制
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

そ
の
中
で
、
特
定
任
期
付
職
員

の
給
与
に
関
す
る
特
例
に
よ
っ
て
、

「
任
命
権
者
は
、
特
定
任
期
付
職

員
の
号
級
を
、
そ
の
者
の
専
門
的

な
知
識
経
験
又
は
識
見
の
度
並
び

に
そ
の
も
の
が
従
事
す
る
業
務
の

困
難
及
び
重
要
の
度
に
応
じ
て
」

そ
れ
ぞ
れ
の
号
級
を
決
定
す
る
と

し
、
号
級
ご
と
の
給
料
月
額
が
定

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の

規
定
が
抽
象
的
で
あ
り
、
今
後
の

運
営
に
お
い
て
は
客
観
的
に
そ
の

基
準
が
わ
か
り
や
す
い
例
示
を
す

る
な
ど
し
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。

号
級
の
決
定
に
つ
い
て
明
確
な

基
準
を
持
っ
て
の
運
用
と
な
る
こ

と
を
願
い
、
市
に
と
っ
て
、
専
門

的
な
知
見
を
有
す
る
多
様
な
人
材

の
登
用
を
図
る
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
円
滑
な
業
務
が
遂
行
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

問

制
定
の
背
景
と
経
緯
、
条
例

の
内
容
は
。

答

国
の
「
第
四
次
犯
罪
被
害
者

等
基
本
計
画
」
に
よ
り
、
４
年
６

月
に
県
警
・
秩
父
警
察
署
長
か
ら

働
き
か
け
が
あ
っ
た
。
県
内
19
市

町
が
既
に
条
例
制
定
を
し
て
い
る
。

支
援
額
に
つ
い
て
は
死
亡
見
舞

金
30
万
円
、
傷
害
見
舞
金
は
10
万

円
と
し
、
心
身
に
被
害
を
受
け
た
、

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
が
対
象

と
な
る
。
埼
玉
県
犯
罪
被
害
者
等

支
援
セ
ン
タ
ー
等
関
係
機
関
と
連

絡
を
取
り
な
が
ら
適
切
な
支
援
を

行
い
た
い
。

問

市
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支

援
を
適
切
に
行
う
た
め
、
相
談
、

情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
犯

罪
被
害
者
等
の
支
援
を
担
う
人
材

の
育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
の
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答

県
や
関
係
団
体
等
が
行
う
、

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
の
た
め
の

研
修
会
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い

く
。
今
後
は
、
市
民
生
活
課
に
窓

口
を
設
置
す
る
と
同
時
に
広
報
に

努
め
て
い
く
。

一
般
会
計
補
正
予
算（第

６
回
）

問

小
学
校
管
理
運
営
事
業
に
お

け
る
土
地
購
入
費
の
内
容
は
。
ま

た
、
当
該
敷
地
内
で
他
に
借
用
し

て
い
る
件
数
お
よ
び
年
間
の
借
上

料
は
。

答

宮
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
内
の
借

地
の
一
部
を
購
入
す
る
も
の
。
こ

れ
以
外
に
借
用
し
て
い
る
件
数
は
、

宮
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
第
一
小
学
校

を
含
め
、
11
件
、
年
間
で
２
３
３

７
万
円
で
あ
る
。

問

芝
桜
の
丘
運
営
事
業
委
託
料

に
つ
い
て
、
当
初
予
算
１
億
８
１

０
万
円
か
ら
３
１
５
６
万
円
へ
と

減
額
に
な
っ
た
理
由
、
ま
た
、
５

年
度
は
４
年
度
よ
り
６
０
０
万
円

増
額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

答

４
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
事
業

を
中
止
し
た
た
め
減
額
と
な
っ
た
。

５
年
度
は
従
前
よ
り
開
催
し
て
い

た
芝
桜
ま
つ
り
の
規
模
を
予
定
し
、

日
程
の
関
係
に
よ
り
警
備
員
等
の

増
員
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
増
額

と
な
る
。

作
品
展
示
及
び
練
習
室
設
置

に
関
す
る
請
願

反

対

旧
秩
父
東
高
校
に
つ
い
て
は
、

同
校
「
利
活
用
検
討
市
民
会
議
」

が
継
続
し
て
お
り
、
市
長
へ
の
答

申
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
活
用
の

ビ
ジ
ョ
ン
も
未
だ
わ
か
ら
な
い
状

況
の
中
、
請
願
を
採
択
す
る
こ
と

は
議
案
の
事
前
審
査
に
類
似
す
る

行
為
で
、
議
会
並
び
に
議
員
の
良

識
を
問
わ
れ
か
ね
な
い
。
こ
の
請

願
に
つ
い
て
は
「
市
民
会
議
」
か

ら
市
長
へ
の
答
申
が
さ
れ
た
後
に

お
い
て
提
出
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、

答
申
を
「
み
な
し
」
で
判
断
す
る

の
は
議
会
人
と
し
て
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
行
為
の
た
め
、
反
対
す
る
。

３
年
度
決
算
に
対
す
る
討
論

一
般
会
計
決
算

反

対

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

を
拡
大
し
、
さ
ら
に
、
健
康
保
険

証
と
し
て
の
活
用
や
銀
行
口
座
と

の
紐
づ
け
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
偽
造
や
詐
欺
な
ど

の
リ
ス
ク
が
増
え
る
可
能
性
も
あ

る
。
法
的
根
拠
も
な
く
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
低
さ
に
情
報
流
失
を
危

惧
す
る
の
で
反
対
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

反

対

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め

る
市
民
の
声
が
あ
る
。
地
方
三
団

体
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
１
兆
円

の
公
費
投
入
で
、
協
会
け
ん
ぽ
並

み
に
引
き
下
げ
る
べ
き
。

併
せ
て
、
子
ど
も
の
均
等
割
を

無
く
す
べ
き
。
引
き
下
げ
ら
れ
て

き
た
国
庫
負
担
の
抜
本
的
増
額
を

求
め
て
反
対
す
る
。

《
地
方
三
団
体
と
は
》

首
長
の
連
合
組
織
で
あ
る
、
全

国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全

国
町
村
会
の
三
団
体

12月定例会本会議の様子（本庁舎４階）


